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抄録：「寺」という場への参加が高齢者の時間的展望に効果をもたらすか否か検討した。岐阜県本巣市の老人クラブ
に所属する65歳以上の高齢者1,885名を対象として質問紙調査を実施した。年齢、性別、学歴、世帯構成、配偶者の
有無、町内活動・自治体活動、バーセル指数を共変量とした傾向スコアマッチングを行ったところ、法会など寺の行
事に参加している高齢者、墓掃除程度で参加している高齢者・参加しない高齢者がそれぞれ649名となった。その上
で、寺の行事への参加の有無を独立変数、過去・現在・未来の時間的展望得点を従属変数とした t 検定を行ったとこ
ろ、法会という寺の行事に参加している高齢者は参加していない高齢者よりも過去を肯定的に捉えていた。一方、現
在・未来の時間的展望に関しては両者に有意差はみられなかった。過疎化や高齢化が進行する中、宗教性だけでなく
「従来からの社会的なつながりの場」という視点からも寺を再評価すべきことが示唆された。
キーワード：時間的展望、高齢者、寺の行事、地域のつながり
人とのつながりは中高年者が生きていく上で重要な要
因となることは多くの研究で指摘されてきた。例えば金
子・本橋・山路（2006）、Kaneko, Motohashi, Sasaki, &
Yamaji（2007）は、互助と信頼、社会の責任感、帰属
意識、インフォーマルなつながり、地域の優しさという
観点でソーシャル・キャピタルを捉えた上で、秋田県の
高齢者を対象として健康調査を行った。その結果、これ
らソーシャル・キャピタルの側面の低さをはじめ、加齢、
友人仲間がいないことや家族への苛立ち、常に孤独であ
ることが抑うつと関連があることを報告している。また
本田ら（2010）によると、集会所で行われる町内会・自
治会、老人クラブ、趣味の会など自主活動へ年 6 回以上
参加している高齢者は、そうでない高齢者よりも 1 年後
の抑うつ傾向や健康の自己評価、活動能力の低下が抑制
されていた｡ 加えて､ Kawachi, Kennedy, & Glass（1999）
は、年齢や性別、人種、収入などに関する変数を調整し
た上でソーシャル・キャピタルが身体的に影響するかを
検討したところ、信頼感が低い者、社会相互関係が弱い
者、集団への帰属意識が低い者は、そうでない者と比し
て身体的健康が有意に低いことを指摘した。
従来、地域には岐阜県の結（大井，2005）、タノモシ講、
山梨県などの無尽（米山，2014）、徳島県での朋輩組（岡，
2012）、沖縄の模合（辻本・國吉・與久田，2007）とい
う互助活動が存在し、それなりに人間関係が維持されて
きたとされる。しかしながら、人口の減少や地域活動へ
の関心が低下したことによって、近所の人との親しい付
き合いがあるとする人の割合も年々減少する（内閣府政
策統括官，2015）など、つながりをもつコミュニティ維
持が困難になりつつある（内閣府，2015）。
この地域に存在する社会的つながりを保持してきた場
所のひとつとして寺社（寺や神社）もあった。昨今では、
核家族化による世帯増大や常用勤労者の増大が、家とつ
ながっていた寺社に対する無関心・傍観をもたらした
（森岡，1970）こともあり、寺社と地域住民との関わり
が減少している（石井，2007；金谷，2013）。
寺社には「宗教」が伴う。広辞苑第六版（新村，2008）
によると、この宗教とは「神または何らかの超越的絶対
者、あるいは卑俗なものから分離され禁忌された神聖な
ものに関する信仰・行事。また、それらの連関的体系」
である。宗教関連施設を訪れるということには、自分の
至らなさや欠点に気づき、苦悩や問題の解決を願うとい
う働きもあり（中尾，2013）、また他者が救われるよう
に祈る（Krause, 2003a）、人生の意味を得る（Krause,
2003b）ために赴くということもある。
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日本では「無宗教」という立場が強調される。しかし
本人が信仰していないつもりでも、宗教から派生したり
発達の中で内的に発生した宗教的な感情や理解的枠組み
に基づいたりする知識や信念、態度、行動、すなわち宗
教性があることを考慮すべきという論もある（荒川，
2016；松島，2016）。つまり特定の宗教を信仰している
か否かだけでなく、受験前に神殿に合格の願いに行く、
道端の地蔵に首を垂れるという行動や、大晦日の晩に除
夜の鐘を聞き 1 年の終わりを感じる、ある人の命日に遠
く離れたところから思いを馳せるという日頃の何気ない
態度なども検討すべきという考え方である。実際、75.4％
が宗教を信じていないとしながらも、普段神社や寺・教
会などに行くとした者が80.7％を占めており（読売新
聞，2005）、その 3 年後でも概ね同様の結果が示されて
いる（読売新聞，2008）。これらに沿うと、日本人は特
定の宗教を信仰してはいないが、宗教性は携えており、
それを寺社や教会という場で表現していると言える。
特定の宗教から離れつつある現状ではあるが、寺社な
どには宗教性を体感し表出する場としての役割しかない
のだろうか。滋野井（2013）や吉川（2009）は、寺社に
は相談あるいは対話の場という役割が保持されているこ
とを示唆している。また Levin（2004）は、会衆と共に
祈るという行為によって他者との結びつきを強く感じさ
せる機会が教会では提供されていることを指摘してい
る。加えて過疎地域の寺院を通して事例研究を行った星
野（2014）は、月に一度の寺の集まりに参集し、経を唱
え、飲食を共にすることを通して、互いの関係性を強め
ていることを示している。Veenstra（2000）も礼拝へ
の参加や同好の集まりに参加することが健康と関連して
いることを示唆している。
その他にも、鈴木・藤井（2008）は、寺社が複数存在
する地域の場合、その地域に触れる回数が多くなるほど
地域への愛着が増大することを指摘する。この愛着は単
に地域と関わるから生じるというよりは、むしろ寺社が
その地域における古くからの記憶を宿し、かつ宗教性を
湛える「風土の象徴的存在」であるためとしている。
以上のように寺社などにはさまざまな意味合いがある
が、高齢者を対象とした研究によると、個人的に祈る、
宗教的活動への参加、礼拝・参拝という宗教的な行動が
中年や若年より多い（高橋・井出，2004）という。また
女性の方が宗教的意識や行動が多い（木村，2003；
NHK 世論調査部，1984）という性差はあるものの、信
仰率は年齢と共に増大する（金児，1998；木村，2003）。
そして宗教的活動を通して、高齢者は抑うつから守られ
（Norton et al., 2008）、宗教から人生の意味を得た高齢者
は人生満足感や自尊感情、楽観的視点を持てている
（Krause, 2003b）ことが報告されている。
これらのことからも、寺など旧来から存在する場が、
高齢者をはじめとする地域住民の他者と交わる場として
の意味ももち、それが参加者に心身の健康や主観的幸福
感などに影響を与えていることが推測できるが、この主
観的幸福感の構成要素に時間的展望がある（Diener,
Shu, Lucas, & Smith, 1999）。時間的展望とは Lewin
（1942／1997）が述べるように、過去、現在および未来
に対する態度や感情を指す｡ Erikson, Erikson, & Kivnick
（1986）によると、高齢者が該当する人生の第 8 段階に
おいて、絶望を感じさせる要因である、過去が違うもの
であったらという思いや痛みの伴う現在、はっきりせず
恐ろしい未来、逃れられない死というものを認めようと
努力することが求められる。また、第 9 段階ではこの絶
望がいつも連れ添うようになる（Erikson & Erikson,
1997）。加えて、高齢者が幸福感を感じる上で、感情的
に安定していることや自分の人生を肯定的に評価できる
ことが重要である（岡林，2007）など、高齢者において
時間的展望は大きな意味をもつ。
このような時間的展望はさまざまな要因と関連してい
ることが指摘されている。例えば加齢とともに未来への
展望は狭くなり（池内・長田，2015；Windsor, Fiori, &
Crisp, 2011）、未来に対する評価も低下する（山口，
1996）という結果が報告されている。また、男性が女性
より過去と現在の評価が高い（下仲・村瀬，1976）、女
性の方が現在に満足感をもっている（原田，2002）とい
う相反する結果も示されている。加えて教育年数が低い
ほど抑うつ高齢者が多く（吉井，2007）、独居または配
偶者と一緒に生活していない人は現在の幸福感が低い
（Simons, Peeters, Janssens, Lataster, & Jacobs, 2016）、
社会活動や社会的な相互作用が主観的幸福感に大きく影
響する(Larson, 1978)ことなども挙げられている。Lowry
（1984）は、過去の時間的展望は健康状態と加齢、現在
の時間的展望は健康とボランティア仲間がいること、未
来への時間的展望は健康と関連があることを報告してい
る。白井（1997）も、過去受容は近所の友人数、健康、
暮らし向き、収入、学歴と、現在の充実感は近所の友人
数、健康、暮らし向きと、未来への希望は近所の友人数、
暮らし向き、学歴と相関があるとしている。
このように、時間的展望にはさまざまな要因が関連す
ることが指摘されているが、その要因は寺の行事への参
加とも関連していることからも、要因の交絡が推測され
る。そこで本研究では、他者とのつながりという視点か
ら、従来大きな意味を持っていた「寺」という場での交
流を取り上げ、傾向スコアマッチングを採用して他の要
因の影響を取り除いた上で、「寺」という場が主観的幸
福感と深い関わりのある時間的展望に実質的な効果をも
たらすか否か検討した。
方 法
対 象 者
対象者は岐阜県本巣市に在住し老人クラブに所属する
65歳以上の高齢者4,278名である。調査方法は留め置き
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法を採用し、市内全51の老人クラブ会長宛に調査用紙配
布を依頼し、返信は郵送にて行った。調査時に対象者に
対し、調査への参加に同意が得られた場合のみ回答する
よう求めた。死亡、入院などによる172名を除く4,106名に
質問紙が配布され3,054通が回収された（回収率74.4％）。
そのうち回答に不備の認められなかった1,885名を傾向
スコアマッチングの分析対象とした（表 1 ）。
対象者全体の平均年齢は76.51（SD＝7.02）歳であっ
た。男性は837名で平均年齢は75.87（SD＝6.37）歳、
年齢幅は65～95歳、女性は1,048名、平均年齢は77.02
（SD＝7.46）歳、年齢幅は65～107歳であった。
表 1 対象者の基本属性
変 数
（１）寺の行事への参加の有無
本研究の対象者は老人クラブ参加者であるため、「老
人クラブやその他の団体への参加状況についてお尋ねし
ます」と問い、「お寺の行事」に参加しているかどうか
について、「参加している（法会などの行事）」「参加し
ている（墓掃除程度）」「参加していない」の 3 つのうち
ひとつを選択させた。
対象者の居住地である本巣市で登録されている宗教法
人数は、神社神道系が129と多く、仏教では浄土系の43、
禅系の27、真言系の 7 、日蓮系の 1 である（岐阜県総合
企画部統計課，2012）。宗教を信仰している日本人は
39％であり、そのうち信仰する宗教の割合は仏教が
34％、神道が 3 ％である（西，2009）。戦後は氏神の存
在意義が希薄化し続けている（金谷，2013）というが、
岐阜県（1973）によると、1962年実施の調査結果では、
宗教を信じると回答した者が全体の62.6％であり、その
中で仏教を挙げた50歳以上が85.5％、現在高齢者の段階
にあると思われる当時20歳台の者でも69.9％が仏教を挙
げ、神道は19.2％であった。また本対象者の居住地であ
る本巣市は西濃地域に分類されるが、宗教を信じると回
答した者のうちの82.8％が仏教、12.0％が神道を挙げて
いた。加えて宗教を信じないとした当時20歳台の人のう
ち、宗教的な心は大切とした者が55.7％いた。併せて本
巣市の一部を構成する本巣町（1975）は、1965年に行わ
れた全日本仏教徒大会が岐阜で開催されたことを機に、
檀信徒会が各寺院を中心に結成され、地味ではあるが活
動を続けていることを報告している。
以上からも、当地域で仏教が主要な宗教として扱われ
ていたことが推測されるため、今回は寺に特化した。
（ 2 ）時間的展望
過去および現在の時間的展望は Erikson et al.（1986）
の理論に依拠し 5 件法 2 項目で回答を求めた。過去の 2
項目は「自分のこれまでの人生はこれでよかったと思え
る」「自分のこれまでの人生が、もっと別のものであれ
ばよかったのにと思う」、現在の 2 項目は「今の生活に
満たされていない」「今の自分の生活に満足している」
である。未来に関しては Lang & Carstensen (2002）の
5 件法 5 項目を採用した。いずれの項目も「そう思う」
「ややそう思う」「どちらともいえない」「あまりそう思
わない」「そう思わない」という 5 件法（ 1 ～ 5 点）で
回答させた。得点が高いほどポジティブな展望であるこ
とを意味する。
（ 3 ）その他の基本属性
基本属性として、年齢、性別、学歴、世帯構成（同居
者の有無）、配偶者の有無、町内活動・自治体活動（以下、
町内・自治体活動）への参加の有無、バーセル指数につ
いて回答を得た。世帯構成については「息子（娘）夫婦
や孫と同居・隣居、結婚していない息子（娘）と同居」
「自分たちだけの夫婦世帯」「一人暮らし」の 3 つから、
配偶者の有無については「一緒に暮らしている」（同居）、
「生き別れた」（離別）、「死に別れた」（死別）、「結婚し
たことがない」（未婚）の 4 項目からそれぞれひとつを
選択させた。また町内・自治体活動への参加の有無につ
いては、寺の行事への参加と同じ教示をした上で、「積
極的に参加している」「あまり積極的ではない」「参加し
ていない」からひとつ回答させた。バーセル指数は10項
目からなる Mahoney & Barthel（1965）が作成した自立
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度を測定する指標であり、今回は健康状態を見るために
採用した。採点法に従い100点～ 0 点で換算した。
分析方法
本研究では、「寺の行事への参加」という観点で時間
的展望の差異を捉えるが、さまざまな要因が交絡してい
ることが推察できるため、傾向スコアによるマッチング
を採用した。すなわち、独立変数である「寺の行事への
参加」および従属変数である「時間的展望得点」に影響
を与えると思われる複数の変数を 1 つの変数に集約し、
寺の行事の参加している者としていない者という独立変
数の背景が一致するよう無作為に割り付けされた対象者
を用いた。その手法については、星野（2009）や星野・
岡田（2006）、河合・猪俣・大塚・杉山・平野・大渕（2016）
に従った。また折笠（2015）に従い、マッチングの許容
範囲を±0.05とした。解析には、IBM SPSS 22.0J for
Windows を用いた。
倫理的配慮
本研究を実施する上で、中部学院大学研究倫理委員会
の承認を得た（Ｅ11-0009）。なお対象者には、調査の趣
旨、調査協力の任意性、匿名性の担保を記載した依頼状
を調査用紙に添付した。参加に同意する者のみ回答する
よう求め、記入した調査用紙の返信をもって調査協力に
同意したとみなした。
結 果
１．基本属性
本研究の全体的な対象者数である1,885名について、
性別による偏りを確認したところ、年代別では85歳以上
が女性で多く（χ2(2)＝18.94，p＜.001，V＝.30）、平
均年齢も女性の方が有意に高かった（t (1874.65)＝3.59，
p ＜.001，d＝.17）。学歴は高等学校以上が男性で有意
に多くみられた（χ2 (1)＝22.74，p＜.001，w＝.11）。
世帯構成は、二世帯以上の同居と一人暮らしはそれぞれ女
性で、夫婦世帯は男性で有意に多かった(χ2 (2)＝59.15，
p ＜.001, V＝.18）。配偶者の有無については、離別、
死別、未婚を一群としてまとめ有配偶者と比較したとこ
ろ、有配偶者は男性で多くみられた（χ2 (1)＝269.80,
p ＜.001，w＝.38）。町内・自治体活動への参加につい
ても、積極的に参加しているのは女性で、男性では
参加していない者が有意に多かった（χ2 (2)＝41.48，
p ＜.001, V＝.15）。
寺の行事への参加については、「法会などの行事に参
加」しているという回答が対象者の51.1％でみられた一
方、「参加していない」者も28.7％存在した。「法会など
の行事に参加」を「寺の行事に参加」、「墓掃除程度に参
加」「参加していない」を「寺の行事に不参加」として
まとめ比較したところ、性による偏りはみられなかった。
バーセル指数は男性の方が有意に高かった(t (1840.37)
＝3.90，p <.001，d ＝.18）。
2．寺の行事への参加の有無でみた基本属性と傾向スコ
アマッチング後の基本属性
寺の行事への参加の有無でみた基本属性を表 2 に示し
た。その結果、平均年齢は参加者の方が有意に高かった
（t (1771.58)＝4.62，p ＜.001，d＝.21）。学歴は高等学
校以上が参加者で有意に多く（χ2(1)＝17.81，p ＜.001，
w＝.10）。有配偶者で参加する者が多くみられた（χ2(1)
＝7.43，p ＜.01，w＝.01）。町内・自治体活動への参
加については、「積極的に参加している」とした者は法
会に参加しているという回答が多く、「積極的でない」
「参加していない」とする者は寺の行事に不参加とする
者が多かった（χ2 (2)＝173.07，p＜.001，V＝.30）。
世帯構成では有意な偏りはみられなかった。加えて、バー
セル指数は参加者の方で有意に高かった（t (1045.77)＝
10.23，p ＜.001，d＝.48）。世帯構成では有意な偏りは
認められなかった。
表 2 寺の行事への参加でみた基本属性
各変数間の相関係数を表 3 に示した。世帯構成は二世
代以上の同居、夫婦世帯で、それぞれ一人暮らしを基準
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値とした変数を設定した。また町内・自治体活動につい
ても、「積極的に参加」と「積極的ではない」「参加して
いない」の 2 条件にして分析を行った。その結果、寺の
行事への参加の有無は町内・自治体活動への参加の有無
と弱い正の相関がみられた（ρ＝.270，p ＜.001）。過
去の時間的展望得点は、現在の時間的展望得点と中程度
の正の相関（ρ＝.530，p ＜.001）、未来の時間的展望
得点と弱い正の相関がみられた（ρ＝.218，p ＜.001）。
また未来の時間的展望得点は年齢と弱い負の相関（ρ＝
－.269，p ＜.001）、バーセル指数、町内・自治体活動
の参加とそれぞれ弱い正の相関がみられた（バーセル指
数：ρ＝.243，p ＜.001；町内・自治体活動，ρ＝.270，
p ＜.001）。
因果関係の向きについて考慮し、性別、年齢、学歴、
世帯構成 2 変数（二世代以上の同居、夫婦世帯で、それ
ぞれ一人暮らしを基準値とした）、配偶者の有無（ 2 条
件）、町内・自治体活動への参加の有無（ 2 条件）の 8
変数を寺の行事への参加の有無の共変量として傾向スコ
アを推定し、マッチングを行った。その結果、寺の行事
に参加、寺の行事に不参加に分類された者はそれぞれ
649名、計1,298名となった。寺の行事への参加の有無に
よって共変量に差異がないか確認するため、χ2 検定お
よび t 検定を行ったところ、表 4 に示した通り有意な偏
りや有意な平均値の差は認められなかった。
表 5 に寺の行事への参加の有無と各時間的展望得点の
共変量として、傾向スコアの算出に使用した項目の回帰
係数、オッズ比などを示した。最終的に性別、世帯構成、
配偶者の有無では有意なオッズ比は認められなかった。
算出された傾向スコアの平均値は0.53(SD＝0.13)であり、
最小値は0.02、最大値は0.77であった。モデルの適合度
をみると、χ2 値が239.78であり(p＜.001）、Negalkerke
のR2値が0.159、HosmerとLemeshowの検定ではχ2 値
が5.29（p＝.727）と、モデルの有意性、適合度がそれ
ぞれ適切であることが示された。判別的中率は63.9％で
あった。
表 4 寺の行事への参加でみた傾向スコアマッチング後
の基本属性(n＝1,298)
3．寺の行事への参加の有無と時間的展望得点
分析対象者の背景を揃えた上で、寺の行事への参加の
有無を独立変数、各時間的展望得点を従属変数とした t
検定を行った。表 6 にはマッチング前の平均値および t
値、マッチング後の平均値および t 値を併記した。
その結果、過去の時間的展望得点では弱い効果量であ
るものの有意差が認められ（t (1296)＝2.77，p ＜.01，
d ＝.15）、寺の行事に参加している者は、墓参り程度の
人や参加していない者よりも過去展望が肯定的であっ
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表 3 各変数の相関係数（ρ）
た。現在の時間的展望および未来の時間的展望では、両
者に差は認められなかった。
考 察
１．対象者の特徴
本研究の対象者は、配偶者と一緒に暮らしている者が
70％弱であり、離別が 2 ％、死別が30％弱、未婚は 1 ％
に満たなかった。男女別でみると、男性では有配偶者が
89％、離別が 1 ％強、死別が10％弱、未婚が0.3％、女
性では有配偶者が55％、離別が2.5％、死別が40％強、
未婚が 1 ％弱であった。2010年の国勢調査（内閣府，
2012）によると、男性の場合は有配偶者が80.6％、離別
が3.6％、死別が10.7％、未婚が3.6％であり、女性は有
配偶者が48.4％、離別が4.6％、死別が40.7％、未婚が
3.9％であった。このことからも、全国の同時期の結果
と比すると、本研究の対象者は有配偶者が比較的多く、
離別・死別が比較的少ない傾向にあることが窺われる。
配偶者がいる者は配偶者がいない者よりもうつ傾向が低
いこと（末盛，2007）、加えてバーセル指数の平均が95
点台であることからほぼ完全に自立していたことも勘案
すると、本研究の対象者は心身ともに比較的健康であっ
たことが推測できる。
寺の行事への参加については、法会などの行事に参加
しているとした者が51.1％であり、墓掃除程度が 2 割程
度、参加していないとした者が 3 割程度であった。曹洞
宗総務庁（2014）が行った檀信徒を対象とした調査によ
ると、「寺社の行事や儀礼に参加している」とした者が
51.7％であった。つまり、本巣市の結果は信仰する宗教
と一般人よりもつながりが深いであろう檀信徒の調査結
果とがほぼ同じであった。
宗教意識などについてまとめた石井（2007）は、2005
年の時点で宗教が大事だと回答する者は町村在住の対象
者のうちの42.6％を占めており、大都市や中核都市、中
都市の30％台と比しても多いことを報告している。ま
た、NHK 世論調査部（1984）は小都市や町村の住民の
方が大都市の住民よりも宗教活動や宗教意識が高いこと
を指摘している。その理由として、自然が人間の力を超
えるような大きな力となって人間の前に現れた時に、人
間は宗教的な意識を持ち宗教的行動をとること、すなわ
ち町村では大自然に直接触れる機会が多いこと、また昔
ながらの習慣が町村部では残りやすいこと、つまり檀家
制度や氏子制度が残存していることをその理由として挙
げている。他にも相澤（2016）は、檀徒が多い地域では
高齢世帯が40％を超えていることを指摘している。
本巣市は2004年に本巣町、真正町、糸貫町、根尾村が
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表 5 「寺の行事への参加の有無」と各時間的展望得点の共変量として傾向スコアの推定に使用した項目（n＝1,298）
表 6 寺の行事への参加の有無でみた時間的展望得点と傾向スコアマッチング後の時間的展望得点
合併して市となったという背景があり、石井（2007）の
いう町村に該当すると考えられるが、自然が豊かで共同
体でのつながりが強く残る町村部に居住している者、さ
らには高齢者を対象としたことから、法会への参加率が
高いという結果がもたらされたと考えられる。
2．寺の行事への参加が及ぼす時間的展望への効果
先行研究や基本属性の値を踏まえ傾向スコアを算出
し、背景のマッチングをした上で寺の行事への参加の有
無が時間的展望に差異をもたらしているかを検討したと
ころ、法会への参加者は過去に対して有意にポジティブ
に捉えていることが示された。
浄土系の寺では、報恩講、涅槃会、彼岸永代経、花祭
り、お盆会など、年に何度も法会があり、加えて年 4 回
の講師を招いての講話、毎週日曜朝には日曜学校が開か
れる（法園山正尊寺，2016)。また本巣市ではないが禅
系の寺でも、大般若会、涅槃会、彼岸会、降誕会、山門
施餓鬼などの法会や月 1 回の写経会が行われている（雲
黄山大智寺，2016）。これらの集まりは、釈迦や宗祖へ
の追慕と報恩の意味もあるが、鬼籍に入った身内や先祖
に思いを馳せる場、すなわち過去を振り返る場である。
高齢者の回想について整理した Butler（1968）は、回
想は過去の経験の意識化をもたらし、未解決の葛藤を呼
び起こす普遍的なプロセスであること、この葛藤は再検
討され統合される可能性があることを指摘している。ま
た回想は蓄積した業績や困難を超えてきた力を再認識す
る作業となる（Lewis & Butler, 1974）。
曹洞宗総務庁（2014）は菩提寺の行事への参加目的を
複数回答で尋ねたところ、「供養したいから」が58.8％、
「恒例の行事だから」が54.9％、「子孫のつとめだから」
が41.8％、「心が安らぐから」が31.4％であった。福井
県民を対象とした研究（金児，1998）では、宗教行動と
して40歳台までは「欲望を満たしたい」といった現世利
益的行動が強いが、50歳台以降は供養や感謝の念からな
る慰霊的行動が現世利益的行動より大きくなることが報
告されている。つまり、法会など寺の行事への参加を通
して、自分と共に生きた人たちへ愛慕や懐古、感謝の思
いを抱きつつ過去の振り返りがなされ、過去の自分と折
り合いをつけるなど自らの人生を統合する取り組みがな
されていることが考えられる。
しかし、墓掃除程度は参加するとした者や「参加して
いない」とした対象者は、慰霊的行動や意識が少ないの
かというとそうではないと思われる。読売新聞(2005)に
よると、盆や彼岸にお墓参りに行くという者は79.1％、
しばしば家の仏壇や神棚などに手をあわせるとした者は
54.7％であった。この墓参りや仏壇に手を合わせるとい
う行動には、故人や先祖を偲び見守ってもらう、感謝を
伝える、故人と語らうといった目的があることが報告さ
れている（曹洞宗総務庁，2014）。従って、法会など寺
での行事に参加する者と、墓掃除程度とする参加者や寺
での行事に参加しない者の間で、供養したいなど慰霊の
気持ちに差があるゆえに過去の時間的展望に大きな差が
生じたと限定するのは早計かもしれない。
集団での回想・思い出話はその集団内交流を促す（野
村・橋本，2006）が、曹洞宗総務庁（2014）の調査では、
「みんなが参加するから」ということを行事の参加理由
とした回答が11.8％でみられた。つまり法会などへの参
加を通して、慰霊的行動ができるということだけでな
く、慰霊の思いを同じくする仲間との関係性が強まり
（星野，2014；Levin, 2004）、実存的・情動的支援を仲
間の教区民から得ることができる（Krause, 2002）こ
とも、過去の時間的展望をより望ましいものにしたと考
えられる。
過去の時間的展望とは異なり、寺の行事への参加は現
在の時間的展望得点および未来の時間的展望得点に効果
をもたらさなかった。つまり、寺の行事への参加は時間
的展望には限定的な効果しかもたらさないことが示され
た。Lang & Carstensen (2002）によると、高齢者にお
ける未来の時間的展望は年齢と負の相関がある。また
Lowry（1984）は、健康状態やボランティア仲間がいる
ことと現在の時間的展望との間に、健康状態や仕事を継
続していることと未来の時間的展望との間に関連がある
ことを指摘している。白井（1997）も近所の友人をはじ
めとするいくつかの背景が過去・現在・未来の時間的展
望に関連していることを報告している。今回の研究で
は、年齢や性別、町内・自治体活動、自立度を示すバー
セル指数などの影響をマッチングして分析を行ったが、
そのことも現在や未来の時間的展望に差が見られなかっ
たことにつながっていると思われる。
一方で、過去の時間的展望得点は現在の時間的展望得
点の間に中程度の正の相関、未来の時間的展望得点との
間には弱い正の相関を示した。Desmyter & Raedt(2012）
は、65歳以上の高齢者149名を対象として、時間的展望
と現在の感情や人生満足度との関係を検討している。そ
の結果、良好な過去展望を持っている者は生活満足度が
高くうつ感情が低かった。高齢者はさまざまな現在の問
題に向き合う（Erikson et al., 1986）が、この現在の問
題を解決しようとする過程において、過去に光を当てる
ことで未来が開かれる（Freed, Kurokawa, & Kawai,
1993）。寺の行事への参加は過去の時間的展望にのみ影
響を及ぼすのかもしれないが、そのことが現在や未来へ
の時間的展望につながっていくことも推測される。
寺をめぐっては、高額のお布施や寄付を集めている
（読売新聞，2005）などといった負の側面が強調されて
いる。一方で、僧侶が外へ出て本来の役割である「人の
苦悩や悲嘆に向き合う」臨床宗教師としての活動がなさ
れたり（森田，2015；島薗，2015）、葬儀と供養の意味
をわかりやすく伝えようとする試みがなされたり（曹洞
宗岐阜県青年会，2016）と、宗教の本来の役割を果たそ
うという取り組みが昨今見られるようになってきた。加
地域でのつながりが高齢者の時間的展望に及ぼす効果
― 137 ―
えて、寺にはお供えが多くもたらされることから、経済
的に困難な状況にある家庭へおすそわけをし、家庭と支
援団体との関係構築に寄与しようとする「おてらおやつ
クラブ」も誕生している（一般社団法人お寺の未来，
2016）。これらには他者とのつながりという視点も伴う。
過疎化や高齢化が進行する中、宗教性という視点だけで
はなく、「従来からの社会的なつながりの場」という視
点からも「寺」を再評価することが必要かもしれない。
3．本研究の問題点と今後の課題
今回の研究では、「寺の行事への参加の有無」と表現
し、「法会への参加、墓掃除程度、参加していない」と
いう 3 段階で評定させた。しかしながら、神道をはじめ
キリスト教やイスラム教など仏教と関わりのない宗教で
は「法会」という表現を用いない。それゆえ仏教以外の
宗教を信仰している者については捉えることができな
かった。本研究では「寺」と限定したためにこの「法会」
という表現を用いたが、神社や祭事を請け負う氏子制度
というつながりも弱くなったとはいえ地域に存在する。
対象者のより広範囲な社会的つながりとその影響をみる
ためには、より適切な表現を検討する必要がある。
また今回、寺の行事への参加を他者と関わる「場」と
して扱ったが、「法会への参加」という行動は祈りや宗
教活動という宗教性の意味でも理解できることは否定で
きない。教示では「つながり」を意図した表現を用いた
が、寺という場を他者とのつながりという意味で用いる
ためにも、質問の仕方などより吟味する必要もあろう。
分析については、今回傾向スコアマッチングを用い、
共変量として年齢、性別、学歴、世帯構成、配偶者の有
無、町内・自治体活動への参加の有無、バーセル指数を
投入した。傾向スコア算出の際に、従属変数と関連があ
ると思われる変数については、その選択には留意すると
ともに、なるべく多く投入することが重要であるとされ
る（星野，2009）。また、共変量が従属変数や独立変数
より先行するものを選択する、つまり共変量が従属変数
の結果になってはならないともされる（星野・岡田，
2006）。町内・自治体活動への参加の有無は微妙な位置
づけとなるであろうが、より注意深く変数を選択し、他
者とのつながりの場の意義をさらに検討していく必要が
ある。
本研究は2011年度内閣府地域活性化交付金（住民生活
に光をそそぐ交付金）事業として行ったものです（『高
齢者のメンタルヘルス実態調査報告書 岐阜県本巣市
の高齢者を対象として 』研究代表者：大橋明）。ま
た日本老年社会科学会第55回大会（2013）で発表したも
のを大幅に加筆・修正しました。本論文を作成するにあ
たり、岐阜県健康福祉部の林隆彦様、吉村隆子様、本巣
市健康福祉部の片岡俊明様には多くのお力添えを賜りま
した。御礼申し上げます。
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